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米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環

二
五

既
に
発
表
し
た
拙
稽
に
お
い
て
、
戦
後
米
国
経
済
の
趨
勢

t
r
e
n
d
と
循
環

c
y
c
l
e
の
大
要
を
、
対
応
的
な
景
気
循
環
局
面
を
示
し

た
と
み
ら
れ
る
一
九
二

0
年
代
の
そ
れ
と
の
対
比
に
お
い
て
考
察
を
試
み
、
景
気
変
動
理
論
の
視
角
よ
り
す
る
若
干
の
帰
結
を
提
起
し

た
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
更
に
進
ん
で
戦
後
の
米
国
経
済
発
展
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
米
国
工
業
生

産
発
展
の
態
様
の
史
的
分
析
を
試
み
る
。
そ
の
場
合
に
統
計
的
用
法

statistic
a
p
p
a
r
a
t
u
s
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
専
ら
数
量

的
処
理

q
u
a
n
t
i
t
a
t
i
v
e
a
p
p
r
o
a
c
h
を
行
う
こ
と
に
対
象
を
限
定
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
視
角
は
、
質
・
量
の
相
互
浸
透
性
に

よ
り
、
当
該
生
産
関
係

d
a
s
P
r
o
d
u
l
t
i
o
n
s
v
e
r
h
a
l
t
n
i
s
s
1
1
経
済
的
社
会
構
造

d
i
e
o
k
o
n
o
m
i
s
c
h
e
n
 G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
s
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 

の
体
制
内
部
の

(11
質
的
）
変
化
は
そ
こ
に
お
け
る
社
会
的
生
産
力

d
i
e
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
n
 P
r
o
d
u
k
t
i
v
k
r
a
f
t
水
準

(11
産

出
量
の
量
的
変
化
）
に
投
影
し
、
後
者
は
前
者
を
反
映
す
る
と
の
方
法
に
拠
る
。
従
っ
て
、
本
稿
に
お
け
る
数
量
分
析
は
資
本
制
経
済

体
制
の
運
動
法
則
に
対
す
る
「
自
然
史
的
過
程
」

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
喋
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀬
尾
）

I

開

題

e
i
n
 n
a
t
u
r
g
e
s
c
h
i
c
h
t
l
i
c
h
e
n
 P
r
o
z
e
S
把
垣
i

と
し
て
の
歴
史
認
識
を
基
軸
と
す

に
関
す
る
統
計
的
考
察

瀬

尾

芙

巳

子
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第
一
に
、

(1) 

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀬
尾
）

、
、
、

る
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
歴
史
的
趨
勢
と
循
環

historical
t
r
e
n
d
 a
n
d
 cycle
を
主
題
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

拙
稿
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
」
（
本
誌
第
二
巻
第
五
号
）
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
ー
生
産
と

消
費
を
め
ぐ
る
一
分
析
」
（
「
世
界
経
済
評
論
」
昭
和
三
十
三
年
四
月
号
）
「
戦
後
米
国
経
済
の
趨
勢
と
循
環
の
二

0
年
代
と
の
対
比
に
つ
い
て
」

（
「
国
際
経
済
」
第
一

0
号）

R.F. 
H
a
r
r
o
d
 

て
序
論
的
1
1
感
性
的
認
識
の
性
格
を
附
与
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
上
述
の
歴
史
認
識
の
基
礎
的
視
角
の
導
入
は
、
近
代
経
済
理
論
が
前
提
と
す
る
い
わ
ば
公
理
(
1
1
自
明
の
理

t
r
u
i
s
m
)

に
つ
い
て
の
い
く
ら
か
の
内
面
的
省
察
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
稿
で
用
い
た
統
計
的
用
法
は
そ
の
二
つ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と

し
て
「
趨
勢
」

t
r
e
n
d
と
「
循
環
」

cycle
を
統
計
的
に
検
出
す
る
の
で
あ
る
が
、

、
、
、
、

お
い
て
な
お
既
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
経
済
学
的
な
問
題
が
提
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
趨
勢
」
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
。
現
代
の
巨
視
的
動
態
学

m
a
c
r
o
d
y
n
a
m
i
c
s
に
お
け
る
趨
勢

t
r
e
n
d
の
嘩
入
は
、

、

、

、

、

、

、

山

H
a
r
r
o
d
に
お
け
る
よ
う
に
一
定
比
率
で
の
継
続
的
な
産
出
量
の
変
化
八
s
t
e
a
d
y
c
o
n
t
i
n
u
i
n
g
 c
h
a
n
g
e
>
と
し
て
把
え
ら
れ
、

そ
れ
ゆ
え
に
統
計
学
上
の
趨
勢
線
と
一
致
し
、

J
.

R. 
H
i
c
k
s
の
モ
デ
ル
に
代
表
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
経
済
の
上
向
き
の
趨
勢
は
半
対

5
 

数
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
直
線
表
示
で
表
わ
さ
れ
る
も
の
と
仮
定
せ
ら
れ
て
い
な
。
こ
れ
に
対
し
歴
史
的
視
角
を
導
入
す
る
場
合
に
は
当

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

然
趨
勢
線
（
一
定
の
社
会
経
済
体
制
の
そ
れ
）
は
規
則
的
な
一
定
比
率
で
の
産
出
量
の
発
展

s
t
e
a
d
y
a
d
v
a
n
c
e
 
の
反
映
と
し
て
直

そ
こ
に
は
こ
の
よ
う
な
原
初
的
認
識
の
段
階
に

の
採
用
し
た
産
出
菫

o
u
t
p
u
t
 

本
稿
に
お
け
る
数
量
的
処
理
の
基
礎
に
は

②
 

c
h
a
n
g
e
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
。
こ
の
方
法
は
最
近
の
巨
視
的
動
態
経
済
学

m
a
c
r
o
d
y
n
a
m
i
c
s
が
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
の
動
態
化

③
 

の
基
礎
に
据
え
ら
れ
た
成
長
率
概
念
に
お
い
て
使
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
1
1
ボ
ス
ト
ケ
イ

ン
ジ
ア
ン
の
方
法
に
通
有
の
悉
皆
的
大
量
的
観
察
に
よ
り
、
階
層
的
分
析
は
当
面
捨
象
さ
れ
て
き
、
こ
の
こ
と
は
本
題
の
考
察
に
極
め

の
連
続
的
な
変
化

c
o
n
t
i
n
u
i
n
g

二
六
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二
七

⑥
 

線
型
で
あ
り
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
経
済
学
的
な
（
統
計
学
的
で
は
な
く
）
省
察
と
結
合
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論
ヒ
ッ
ク
ス
・
モ
デ

ル
に
お
け
る
発
展
径
路
の
直
線
表
示
ほ
理
論
の
も
つ
抽
象
性
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
え
る
に
し
て
も
、
そ
こ
に
は
尚
か

つ
、
理
論
の
抽
象
性
が
い
か
な
る
性
格
に
お
い
て
抽
象
的
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
残
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
一
定

の
経
済
体
制
発
展
の
現
実
の
主
要
な
特
徴
が
、
直
線
型
の
趨
勢
を
示
す
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
、
歴
史
認
識
の
基
礎
に
か
か
わ
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
基
礎
理
論
の
抽
出
す
べ
き
主
要
な
要
因

factor
を
な
す
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
お
な
じ
く
最
近
の
変
動
理
論
（
例
え
ば
ヒ
ッ
ク
ス
・
モ
デ
ル
）
に
お
い
て
短
期
の
景
気
循
環

Business
C
y
c
l
e
 
(
T
r
a
d
e
 

Cycle)
の
サ
イ
ク
ル
の
型
が
発
散
的
・
不
安
定
的
で
あ
る
と
仮
定
（
勿
論
超
歴
史
的
モ
デ
ル
と
し
て
）
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
こ
と
は
実

証
的
に
み
て
正
当
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
「
修
正
」
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
独
占
段
階
に
お
け
る
景
気
変
動
の

F
 

「
変
形
」
鞠
と
の
関
連
で
興
味
あ
る
テ
ー
マ
を
提
供
す
る
。

第
三
に
、
経
済
体
制
の
長
期
的
な
数
量
的
・
統
計
的
分
析
に
よ
っ
て

l
o
n
g
w
a
v
e
 (die l
a
n
g
e
n
 W
e
l
l
e
n
 d
e
r
 K
o
n
j
u
n
k
t
u
r
)
 

⑧
 

を
検
出
し
た

N
•
D
•
K
o
n
d
r
a
t
i
e
f

の
業
績
は
、
そ
れ
が
主
に
十
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
資
料
を
も
と
に
し
て
い
る
に

⑨
 

も
拘
ら
ず

K
o
n
d
r
a
t
i
e
f
自
身
の
留
保
の
言
葉
を
無
視
し
て
現
代
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
長
期
分
析
に
あ
て
は
め
、
長
期
波
動
が
無
限

遷
岳

自
己
反
復
的
に
運
動
し
つ
つ
あ
る
か
の
よ
う
に
援
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
力
資
本
制
経
済
体
制
の
長
期
波
動
（
コ
ン
ド
ラ
テ
ィ
ニ
フ

の
波
）
は
か
よ
う
に
無
限
に
自
己
反
復
的
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
省
察
が
生
じ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
次
の
問
題
に
も
つ
な
が
る
。

1“
 3"

1
 

す
な
わ
ち
、
A
•
H
•
H
a
n
s
e
n

~
そ
の
主
著
に
お
い
て
長
期
停
滞
S
e
c
u
l
a
rStagnation
の
問
題
を
提
起
し
た
が
、
こ
の
マ
ル
ク
ス

経
済
学
に
お
け
る
「
世
界
資
本
主
義
の
一
般
的
危
機
」

A
l
g
e
m
e
i
n
e
K
r
i
s
e
 !;J.
も
対
比
す
ぺ
き
か
か
る
認
識
は
、
戦
後
の
新
し
い
経

済
成
長
の
テ
ン
ボ
に
よ
っ
て
揚
棄
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
い
わ
ゆ
る
長
期
停
滞
が
コ
ソ
ド
ラ
テ
ィ
エ

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀕
尾
）
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(7) (6) (5) (4) (3) (2) 

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀬
尾
）

フ
の
長
期
波
動
の
一
局
面
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
資
本
制
経
済
体
制
の
発
展
は
無
限
自
己
反
復
的
な
起
動
力
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

か
よ
う
に
し
て
、
第
一
に
、

ト
レ
ン
ド
の
型
、
第
二
に
短
期
の
サ
イ
ク
ル
の
型
、
第
三
に
長
期
波
動
の
型
に
関
す
る
実
証
的
な
省
察

、、、、

が
、
原
初
的
大
量
観
察
1
1
認
識
の
段
階
に
お
い
て
既
に
歴
史
認
識
の
視
角
と
結
合
し
て
提
起
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

R. F•Harrod, 

T
o
w
a
r
d
s
 a
 D
y
n
a
m
i
c
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
,
 1
9
4
8
.

高
橋
長
太
郎
、
鈴
木
諒
一
共
訳
「
動
態
経
済
学
序
説
」
。

G.W•Nutter, 

O
n
 M
e
a
s
u
r
i
n
g
 E
c
o
n
o
m
i
c
 G
r
o
w
t
h
,
 T
h
e
 J
o
u
r
n
a
l
 o
f
 Political 
E
c
o
n
o
m
y
 Feb. 
1
9
5
7
そ
こ
で
は
「
成
長

率
を
生
産
能
力
の
ク
ー
ム
に
お
い
て
測
定
す
る
」
こ
と
、
生
産
指
数
を
そ
の
尺
度
と
み
な
す
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
生
産
指
数
は
必

ず
し
も
潜
在
的
生
産
能
力
の
す
べ
て
の
尺
度
で
は
あ
り
え
な
い
。
現
実
の
実
現
面
で
の
制
約
が
能
カ
一
杯
の
生
産
を
不
可
能
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、

、
、
、

こ
こ
で
は
、
現
実
の
生
産
指
数
を
潜
在
可
能
的
生
産
能
力
と
は
一
応
区
別
し
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

H
a
r
r
o
d
,
 op. 
cit. 
p.4 
p.7 
p.8 
etc. 
(
邦
訳
五
頁
、
九
頁

‘
1
0
頁
ほ
か
）
。
勿
論
ハ
ロ
ッ
ド
は
か
か
る
「
変
化
率
の
変
化
」
と
し
て
加
速
度

acceleration 
(
又
は
減
速
度

deceleration)

と
い
う
概
念
を
示
唆
し
て
い
る
が

(p.
4
訳
五
頁
）
展
開
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

J
.

R
o
b
i
n
s
o
n
も
指
摘
す
る
ご
と
く
、
歴
史
観
の
欠
如
は
＾
ロ
ッ
ド
の
成
長
理
論
の
一
特
徴
11
欠
陥
で
あ
る
。

(
J
.

R
o
b
i
n
s
o
n
,
 Mr•Harrod's 

D
y
n
a
m
i
c
s
,
 Collected E
c
o
n
o
m
i
c
 P
a
p
e
r
s
,
 1
9
5
1
.
 
p. 
1
5
6
)
 

J
.
 R•Hicks. 

A
 C
o
n
t
r
i
b
u
t
i
o
n
 to t
h
e
 T
h
e
o
r
y
 of t
h
e
 T
r
a
d
e
 Cycle, 1
9
5
0
古
I

公
ぶ
弘
訳
「
景
気
循
ニ
碗
論
」
と
く
に
第

T

八音一

(
R
g
5

邦
訳
―
―
―
―
―
―
一
頁
）

W
.
W
.
 R
o
s
t
o
w
は
、
こ
の
点
に
気
附
い
て
を
り
、
＾
ロ
ッ
ド
の
成
長
率
の
分
析
が
、
全
般
的
成
長
率
の
み
に
集
中
し
て
、
経
済
部
門
別
成
長

率
の
不
均
等
性
を
無
視
し
て
い
る
点
を
批
判
す
る
と
共
に
進
ん
で
、
諸
産
業
の
成
長
率
の
型
が
「
規
則
的
な
遅
滞
」
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

(
T
h
e
P
r
o
c
e
s
s
 of E
c
o
n
o
m
i
c
 G
r
o
w
t
h
,
 1
9
5
2
,

酒
井
正
三
郎
、
北
川
一
雄
共
訳
「
経
済
成
長
の
過
程
」
一
〇
六
頁
。
ー
ニ
ー
頁
。
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
本
誌
第
二
巻
第
五
号
註

3
を
参
照
。
な
お
「
国
家
資
本
主
義
的
ト
ラ
ス
ト
」
に
よ
り
生
産
の
無
政
府
性
を
廃
棄

し
「
合
理
的
組
織
」
に
改
編
さ
れ
、
恐
慌
が
揚
棄
さ
れ
た
と
の
見
解
は
、
ニ
ュ
ラ
イ
・
プ
＾
ー
リ
ン
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
0

(

「
転
形
期
の
経

済
学
」
稲
垣
守
克
訳
九
頁
。
一
四
頁
。
仝
「
帝
国
主
義
と
資
本
の
蓄
積
」
小
管
省
―
―
一
訳
一
二
九
六
頁
）
又
恐
慌
の
止
揚
で
は
な
く
て
「
変
形
」

M
o
d
i
f
i
k
a
t
i
o
n

を
カ
ル
テ
ル
の
結
成
と
結
合
し
た
見
解
は
、

R
•
H
i
l
f
e
r
d
i
n
g

に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
。
そ
れ
は
日
大
経
営
生
産
の
不
況
に

対
す
る
抵
抗
力
の
増
大
口
信
用
組
織
の
発
達
に
よ
る
貨
幣
恐
慌
の
回
避
日
発
券
銀
行
に
よ
る
信
用
政
策
の
進
歩
国
投
機
の
意
義
の
減
退
、

ニ
八
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u1) (10) (9) (8) 

Il 

二
九

制
限
国
株
式
会
社
の
予
備
金
積
立
に
よ
る
不
況
耐
久
性
因
銀
行
に
よ
る
信
用
の
組
織
的
管
理
な
ど
に
根
拠
を
求
め
て
い
る
。

(
D
a
s
F
i
n
a
n
z
,
 

kapital, 
eine S
t
u
d
i
e
 U
b
e
r
 die Jiingste 
E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
 d
e
s
 K
a
p
i
t
a
l
i
s
m
u
s
,
 1
9
1
0
,

姑
サ
要
訳
「
金
臨
H

杏

H
今
論
」
第
{
二

O
章）

N•D•Kondratief. 

T
h
e
 L
o
n
g
 W
a
v
e
 in 
E
c
o
n
o
m
i
c
 Life, 
T
h
e
 R
e
v
i
e
w
 of E
c
o
n
o
m
i
c
 Statistics. 
Vol. XVIII•No. 

6
.
 

1
9
3
5
,
 

reprinted in 
R
e
a
d
i
n
g
 in B
u
s
i
n
e
s
s
 C
y
c
l
e
 T
h
e
o
r
y
,
尚
こ
の
論
文
は
一
九
二
二
年
に
ロ
シ
ャ
文
で
、
一
九
二
六
年
に
ド
イ
ツ

語
で
、
発
表
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

K
o
n
d
r
a
t
i
e
f
 
:
!
;
!
卸
売
物
価
水
準
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ソ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
、
利
子
率
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
、
賃
銀
及
び

対
外
貿
易
に
つ
い
て
同
じ
く
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
、
及
び
石
炭
・
銑
鉄
・
鉛
生
産
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
、
石
炭
消
費
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス

の
、
資
料
を
主
と
し
て
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
補
足
的
に
合
衆
国
に
つ
い
て
は
石
炭
生
産
、
鉛
、
綿
工
業
の
紡
錘
数
、
綿
花
ニ
ー
カ
ー
数

に
つ
い
て
も
同
様
な
長
期
波
動
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
他
方
で
は
結
論
の
中
で
、
そ
れ
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
。
＾
資
本
主
義
国
に
と
っ

て
か
な
り
よ
く
合
致
す
る
も
の
」
と
し
、
合
衆
国
に
つ
い
て
ほ
変
動
の
ク
イ
ミ
ン
グ
に
特
異
性
を
も
つ
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。

(ditto. 
op. 
cit.) 

例
え
ば
、
赤
松
要
博
士
は
、
物
価
波
動
に
主
と
し
て
依
拠
し
つ
つ
戦
後
の
現
局
面
を
第
四
次
長
期
波
動
の
上
昇
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
（
「
三

十
年
代
の
不
況
は
こ
な
い
ー
長
期
波
動
と
短
期
波
動
と
の
関
連
ー
」
経
済
評
論
昭
和
一
―
-
+
―
―
一
年
―
―
一
月
号
）
し
か
し
博
士
の
方
法
に
は
、
独
占
価
格

な
い
し
管
理
価
格

a
d
m
i
n
i
s
t
e
r
e
d
price
が
市
湯
の
需
給
関
係
が
ら
は
な
れ
て
大
企
業
の
産
業
支
配
力
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
る
現
在
、
十
九
世

紀
の
自
由
競
争
価
格
が
支
配
し
た
当
時
に
妥
当
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
コ
ン
ド
ラ
テ
イ
ニ
フ
の
如
く
物
価
指
数
に
拠
る
こ
と
が
長
期
波
動
の

現
局
面
を
把
握
す
る
に
妥
当
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
こ
と
は
不
況
の
現
局
面
に
尚
且
つ
物
価
上
昇
の
動
き
の
み
ら

れ
る
こ
と
に
照
し
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
物
価
や
利
子
率
の
ご
と
き
価
格
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
が
意
図
的
統
禦
の
下
に
お
か
れ
、
価
格
メ
ガ
ニ
ズ
ム
が

自
動
的
調
整
機
構
と
し
て
の
意
義
を
喪
失
し
て
い
る
現
在
に
お
い
て
は
専
ら
実
物
的
な
産
出
量
が
考
察
の
基
礎
に
据
え
ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。

A•H•Hansen, 

Fisical 
Policy a
n
d
 B
u
s
i
n
e
s
s
 Cycles, chap. 1
7
.
 

(
都
留
重
人
訳
「
財
政
政
策
と
景
気
循
環
」
）

ほ
じ
め
に
、

長
期
趨
勢
と
長
期
波
動

工
業
生
産
発
展
の
長
期
的
な
型
を
抽
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
農
業
生
産
発
展
の
趨
勢
を
検
出
し
、
農
業
生
産
の
発
展
と

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀬
尾
）
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米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀬
尾
）

対
比
し
て
の
工
業
生
産
の
発
展
が
有
す
る
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
い
ま
モ
デ
ル
と
し
て
米
国
農
業
に
お
け

ll 

る
主
要
な
商
品
種
目
で
あ
る
棉
花
と
小
麦
の
二
商
品
を
選
5
、
各
年
生
産
高
指
数
の
人
口
指
数
で
割
っ
た
も
の
を
「
発
展
」
指
数
と
し

②
 

て
利
用
し
、
時
系
列
グ
ラ
フ
を
作
成
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
図
お
よ
び
第
二
図
が
得
ら
れ
る
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
棉
花
お
よ
び
小

麦
生
産
の
時
系
列
グ
ラ
フ
は
、
目
視
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
甚
線

(
X
軸
）
に
対
し
て
下
向
き
に
開
い
た
拗
物
線
型
の
趨
勢
を
示

し
て
い
る
。
第
一
図
の
綿
花
生
産
の
時
系
列
グ
ラ
フ
に
介
在
す
る
一
八
六
一
年

i
六
五
年
の
断
絶
的
な
谷
は
、
南
北
戦
争
に
よ
る
棉
花

生
産
の
荒
廃
を
示
す
も
の
で
、
こ
の
谷
を
境
に
、
綿
花
生
産
様
式
が
植
栽
奴
隷
制
P
l
a
n
t
a
t
i
o
n
,

P
l
a
n
t
a
g
e
n
s
y
s
t
e
m
 

制
的
形
態
（
過
渡
的
に
雇
役
労
働
を
含
む
と
は
い
え
）
に
変
改
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
右
方
の
一
つ
の
彎
曲
し
た
趨
勢

が
、
産
業
資
本
確
立
段
階
以
後
の
綿
花
生
産
の
発
展
径
路
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
小
麦
生
産
に
お
い
て
は
、

、
、
、
、
、

一
九
三
五

i
一
九
五
六
年
の
い
ま
―
つ
の
新
た
な
サ
イ
ク
ル
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
型
は

前
者
の
そ
れ
に
比
ら
べ
て
小
さ
く
且
つ
相
対
的
に
低
位
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
農
業
生
産
に
お
け
る
主
要
指
標
（
棉
花
・
小
麦
）

の
発
展
趨
勢
は
直
線
型
で
な
く
、
明
ら
か
な
下
向
き
に
彎
曲
し
た
拗
物
線
型
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
人
口
の
成
長
を
加
味
し
た

生
産
「
発
展
」
率
の
テ
ン
ポ
は
相
対
的
の
み
な
ら
ず
絶
対
的
に
も
減
衰
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
農
業
生
産
発
展
の
型
に
対
し
て
、

工
業
生
産
発
展
の
型
は
ど
の
よ
う
な
態
様
を
示
す
か
を
検
出
し
よ
う
。
ま
ず
利
用
す

べ
き
指
標
で
あ
る
が
、
景
気
変
動
の
影
響
に
敏
感
な
弾
力
性
を
示
す
基
幹
工
業
と
し
て
、
伝
統
的
に
主
要
指
標
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い

③
 

る
銑
鉄
生
産
高
P
i
g
,
i
r
o
n
P
r
o
d
u
c
t
i
o
n
を
第
一
に
利
用
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
期
的
な
経
済
発
展
の
連
続
的
な
指
標
を
統
計

的
に
考
察
す
る
際
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
各
種
工
業
間
の
代
替
性
S
u
b
s
t
i
t
u
t
i
o
n
の
問
題
で
あ
っ
て
、
諸
工
業
部
門
間
の
技
術
的

進
歩
、
資
源
の
稀
少
性
、
嗜
好
の
変
化
な
ど
に
よ
る
代
替
関
係
の
存
在
が
長
期
的
に
連
続
し
た
指
標
を
抽
出
す
る
場
合
に
考
慮
す
べ
き

四
年
の
長
期
の
サ
イ
ク
ル
の
の
ち
に
、

゜一
八
八
六
年
l
一
九

よ
り
資
本
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歴
史
的
制
約
度
を
補
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第一表産業別産出国民所得

b 1929年 |1956年

illiond.| 彩 |billiond.1 % 

全 産業
●,..1 ,00 

342.4 100 

農 林 漁 業 8.3 9.5 16.1 4.7 

鉱 業 2.0 2.3 6.1 1.8 

請 負 建 設 業 3.8 4.3 18.5 5.4 

製 造 工業 21.9 25.0 106.6 31.2 

卸 売 ・ 小 売 13.4 15.3 57.5 16.8 

金融・保険●不動産 12.7 14.5 30.9 9.0 

運 輸 業 6.6 7.5 17.0 5.0 

通信・公益 2.9 3.3 12.4 3.6 

ナーヴィス 10.3 11.7 35.0 10.2 

政府及政府企業 5.1 5.8 39.8 11.6 

そ の 他 0.8 0.9 2.4 o・.1 

Source, Statistical Abstract, 1957, p. 300. 

指
数
を
作
成
す
る
こ
と
が
、
銑
鉄
生
産
の
み
に
依
存
す
る
資
料
の

を
反
映
し
得
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
銑
鉄
生
産

っ
て
、
金
属
工
業
の
成
長
率
が
現
代
の
新
興
工
業
の
発
展
の
態
様

長
率
の
態
様
を
一
九
二
九
年
以
後
に
つ
い
て
算
出
し
た
も
の
で
あ

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀬
尾
）

要
因
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
第
二
に
製
造
工
業

manufacture
全
体
の
生
産
指
数
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
代
替
性
の

問
題
よ
り
生
ず
る
不
備
を
補
完
す
る
こ
と
と
す
る
。
い
ま
、
第
一
表
に
よ
っ
て
産
業
源
泉
別
産
出
国
民
所
得
の
中
の
各
産
業
の
比
重
を

み
る
と
、
全
産
業
中
に
お
い
て
、
製
造
工
業
の
占
め
る
比
重
は
著
し
く
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
近
時
に
お

し
く
、
鉄
鋼
を
主
産
業
と
し
た
一
八
九
九
ー
一
九

0
九
年
代
、
石

炭
•
石
油
を
主
と
し
た
一
九
0
九
ー
一
九
二
九
年
代
と
の
著
し
い

④
 

対
照
を
な
し
て
い
る
。
第
二
表
は
こ
の
よ
う
な
工
業
部
門
間
の
成

の
現
代
工
業
発
展
に
お
け
る
主
要
指
標
と
し
て
の
意
義
は
尚
充
分

、、

し
か
も
同
時
に
製
造
工
業
生
産
全
体
の
発
展

に
認
め
ら
れ
る
が
、

（
な
お
銑
鉄
生
産
高
と
製
造
工
業
全
体
と
の
成
長
率
を
概
観
し
て
み
る
な
ら
ば
、
第
三
表
の
如
く
で
あ
っ
て
、
近
年
に
お
い
て
は
製

造
工
業
全
体
の
成
長
率
に
比
し
て
銑
鉄
生
産
の
そ
れ
は
相
対
的
に
低
位
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
）

以
上
の
如
き
理
由
に
よ
っ
て
本
稿
に
お
い
て
は
銑
鉄
生
産
高
及
び
製
造
工
業
生
産
高
の
双
方
を
指
標
と
し
て
選
択
し
、
人
口
数
で
割

い
て
は
製
造
工
業
中
運
輸
設
備
・
化
学
及
応
用
製
品
の
成
長
が
著
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注
②

っ
た
「
発
展
」
指
数
を
算
出
し
て
時
系
列
グ
ラ
フ
を
作
成
す
る
と
第
三
図
が
得
ら
れ
る
。
第
三
図
の

P
P
、
線
は
銑
鉄
生
産
発
展
率
の

趨
勢
線
、

お
な
じ

<
M
M、
線
は
製
造
工
業
生
産
発
展
率
の
趨
勢
線
で
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
原
資
料
の
対
数
に
最
小
自
乗
法
を
あ
て
は
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
最
小
自
乗
曲
線
を
導
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
表
を
考
察
す
る
と
、
趨
勢
線
は
明
ら
か
に
右
上
り
で
あ
り
、
農

業
生
産
に
み
ら
れ
た
ご
と
き
拗
物
線
型
は
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
工
業
生
産
の
趨
勢
線
の
型
は
、
農
業
生
産
と
対
比
し
て
の
著

し
い
特
徴
で
あ
っ
て
、
産
業
部
門
間
の
不
均
等
発
展
の
顕
著
な
帰
結
を
実
証
し
て
い
る
。

(11
結
論
第
一
。
）

第二表各種工業部門別産出国民所得の成長率 (%) 

し
か
し
な
が
ら
第
二
に
、

い
ま
便
宜
上

P
P
、』

M
M、
に
近
接
し
て
直
線
型
の
補
助
線
A
A、
を
引
き
、

A
A、
に
対
す
る
各
時
系
列

グ
ラ
フ

(
P
P
、,
M
M、
)
の
関
係
を
み
る
と
、
銑
鉄
生
産
は
曲
線

Q

Q
、
を
描
い
て
著
し
い

A
A、
線
に
対
す
る
彎
曲
を
み
せ
、
直
線

米国工業生産発展の歴史的趙勢と循環に関する統計的考察（瀬尾）

| 192~91年955年 I11994477!年1956年

◎製造工業全体 + 364 +49 

食品及類似製品 + 302 +13 

夕
,, コ + 173 + 8 

繊 維 工 業 + 136 +2  

衣料製 品 + 217 +13 

木 材 ・ 家 具 + 207 （委員＋16
+20 

紙及紙製品 + 565 +s9 

印刷・出版 + 208 +s1 

化学及応用製品 + 554 +85 

石炭•石油製品 + 266 +so 

ゴ ム製品 + 382 +29 

皮革及仝製品 + 129 -4  

石材●粘土・ガラス + 360 +61 

◎金属及仝製品 + 399 （主加要ヱ金製属品十＋4371 

非電気機械 + 444 
} ＋72 

電気機 械 + 586 

運 （輸自動車設以外）備
+1760 

} + 132 
自動車及部品 + 560 

Source, Statistical Abstract, 1957, p.300, p. 784. 

第三表銑鉄及製造工業生産成長率 （彩）

I I 銑鉄生産高 ！ 製造工業生産高

1866~1956 1 +nos 

1922~1956 I + 61 

1929~1956 I + 14 

1947~1956 
| 

+ 23 

+ 850 

+ 141 

+ 80 

+ 23 
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も
つ
）

五

型
の
補
助
線
に
対
し
て
、
緩
徐
な
拗
物
線
型
の
収
欽
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
製
造
工
業
生
産
に
お
い
て
ほ
尚
線
型
性
が
強
く
み
え
る

が
、
し
か
も
尚
且
つ
緩
か
な
曲
線

N
N、
を
描
い
て
そ
れ
は

A
A、
線
に
対
し
て
か
す
か
に
収
欽
的
で
あ
る
。

生
産
の
現
実
の
（
統
計
学
上
の
で
は
な
く
）
趨
勢
の
型
は
、
農
業
に
お
け
る
ご
と
く
基
線
に
対
し
て
で
は
な
い
が
尚
且
つ
補
助
線
に
対

こ
の
よ
う
に
し
て
工
業

し
て
彎
曲
す
る
収
欽
型
を
示
し
、
こ
こ
に
発
展
の
型
の
質
的
な
同
一
性
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
経
済
学
的
に
は
発
展
率
の
テ
ソ

ボ
の
相
対
的
減
衰
性
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
生
産
力
発
展
の
相
対
的
停
滞
が
工
業
部
門
に
お
い
て
も
検
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
グ
ラ
フ
に
み
え
る
一
九
三
九
年

i
一
九
四
四
年
の
強
い
山
が
全
く
第
二
次
世
界
大
戦
と
合
致
し
戦
争
と
い
う
外
的
要
因
に

よ
っ
て
捉
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
こ
の
山
を
除
去
し
、
ま
た
一
九
一
四
年

l
一
九
一
八
年
の
第
一
次
世
界

大
戦
に
よ
る
山
を
も
除
去
す
る
な
ら
ば
、
趨
勢
の
収
欽
性
は
全
く
明
確
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
工
業
生
産
に
お
け
る
発
展
趨
勢
は
、

対
数
曲
線
の
型
を
示
し
直
線
型
で
な
く
補
助
線
に
対
し
て
収
欽
的
な
曲
線
型
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

(11
結
論
第
二
。
）

つ
ぎ
に
、
通
例
の
統
計
学
的
用
法
に
よ
っ
て
第
三
図
の
時
系
列
グ
ラ
フ
の
趨
勢
を
除
去
し
、
得
ら
れ
た
サ
イ
ク
ル
を
九
年
間
移
動
乎

均
に
よ
っ
て
滑
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
長
期
波
動
を
導
出
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
コ
ン
ド
ラ
テ
ィ
エ
フ
の
用
い
た
と
同
じ
操
作
で

あ
っ
て
、
そ
の
結
果
に
は
コ
ン
ド
ラ
テ
ィ
ニ
フ
の
波
が
無
限
反
復
的
か
ど
う
か
と
い
う
興
味
あ
る
関
心
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
こ
う
し

て
わ
れ
わ
れ
は
第
四
図
お
よ
び
第
五
図
を
得
る
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
南
北
戦
争
(
-
八
六
一
年

i
一
八
六
五
年
）

11
産
業
資
本
確
立

、
、
、
、

以
後
の
米
国
工
業
生
産
は
一
九
三

0
年
代
に
か
け
て
ほ
ゞ
―
つ
の
長
期
波
動
を
示
し
、
（
製
造
工
業
に
お
い
て
は
好
況
面
に
二
つ
の
山
を

、
、
、
、
、

一
九
三

0
年
代
以
後
は
第
二
次
世
界
大
戦
（
一
九
三
九
年

i
一
九
四
五
年
）
の
戦
時
生
産
に
支
え
ら
れ
た
い
ま
―
つ
の
小
さ
い

サ
イ
ク
ル
を
示
し
て
を
り
、
製
造
工
業
に
お
い
て
は
痙
攣
的
な
高
さ
の
波
動
を
み
せ
て
い
る
が
そ
の
上
昇
局
面
は
極
め
て
短
期
で
終
戦

（
一
九
四
五
年
）
の
年
以
来
急
激
な
下
降
を
辿
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
長
期
波
動
の
型
は
ほ
ゞ
農
業
生
産
に
お
け
る
小
麦
生
産
の
趨
勢

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀬
尾
）
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(5) 第四表農業生産物の成長率 (1) 

I 1900 I 1940 

相
対
的
揚
棄
に
止
ま
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七

る゚
の
型
と
相
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
異
常
な
攪
乱
的
影
響
を
除
去
す
る
と
長
期
波
動
の
サ
イ
ク
ル
は
著
じ

く
衰
弱
的
な
型
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
コ
ン
ド
ラ
テ
ィ
エ
フ
の
波
」
の
無
限
反
復
的
な
内
生
的
起
動
力
の
存

在
は
統
計
的
に
検
出
す
る
こ
と
は
出
来
難
い
。
と
く
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
製
造
工
業
発
展
の
一
九
五

0
年
代
の
局
面
に
お
け
る
不
況固

的
停
滞
傾
向
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
の
オ
ー
ト
メ
ー
ツ
ョ
ン
と
結
合
し
た
「
技
術
革
新
」
も
固
定
投
資
の
相
対
的
停
滞
を
揚
棄
し
得
ず
、

ご
と
く
無
限
自
己
反
復
的
で
は
な
く
、
あ
る
時
点
に
。
ヒ
ー
ク
を
有
す
る
減
衰
的
な
型
で
あ
る
と
い
う
事
は
、
顕
著
な
帰
結
の
一
つ
で
あ

(11
結
論
第
三
。
）
こ
れ
に
よ
る
限
り

S
e
c
u
l
a
r
S
t
a
g
n
a
t
i
o
n

の
戦
後
に
対
す
る
関
係
は
、
世
界
大
戦
の
排
他
的
影
響
に
基
く

米
国
農
業
の
主
要
品
目
の
そ
れ
た
＼
の
成
長
率
の
概
観
は
第
四
表
の
如
く
で
あ
る
。
小
麦
と
棉
花
は
、
パ
ン
及
び
日
常
衣
料
品
と
し
て
基
本
的
な

も
の
で
あ
る
上
に
、
平
均
し
て
大
き
い
成
長
率
を
示
し
て
い
る
の
で
取
上
げ
た
。

5
 

6
 

2
 

4

※
印
の
項
目
は
経
済
生
活
上
の
重
要
度
に
お
い
て
二
次
的
で
あ
る
た
め
除
外
し
た
。

9
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p＆
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成
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成
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区
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済

＋
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0
~
6
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.
な
お
前
掲
拙
稿
本
誌
第
二
巻
第
五

0
号
第
一
三
表
参
照
。

戦
後
の
固
定
投
資
の
相
対
的
停
滞
に
つ
い
て
ほ
拙
稿
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
」
（
「
世
界
経
済
評
論
「
一
九
五
八
年
四
月
号
）
参
照
。

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀬
尾
）

従
っ
て
長
期
波
動
の
上
向
局
面
を
撥
条
す
る
力
を
具
有
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
長
期
波
動
の
型
が
正
弦
曲
線

s
i
n
e
c
u
r
v
e
 
の
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第五表 コソドラティエフの長期波動 （米国）

第一波動 （上昇期） 1789~1814

第二波動 （上昇期） 1849~1873

第三波動 （上昇期） 1896~1920

（下降期） 1814~1849

（下降期） 1873~1896

（下降期） 1920~

Source, N. D. Kondratief, op. cit, in reading in 

Business Cycle Theory, p. 31. 

列
の
最
小
自
乗
曲
線
で
あ
り
、
趨
勢
線
で
あ
る
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

p
p、
お
よ
び

M
M、
線
は

A
、
B
、

C
の
各
グ
ラ
フ
に
お
い
て
漸
次
基
線
に
対
す
る
傾
斜
を
減
じ
て
を
り
、
趨
勢
値
の
減
衰
を
示
し
て
い
る
。
今

最
小
自
乗
法
に
よ
っ
て
年
平
均
発
展
率
を
各
時
期
に
つ
い
て
算
出
す
る
と
附
表
の
ご
と
く
、

M
、
は
そ
れ
ぞ
れ
各
時
期
末
の
恐
慌
局
面
を
除
去
し
た
回
復
年
よ
り
ピ
ー
ク
ま
で

(
Q
R
、

象
し
、

前
節
に
述
べ
た
事
柄
を
他
の
側
面
か
ら
更
に
考
察
し
よ
う
。
N
•
D
•
K
o
n
d
r
a
t
i
e
f

は
第
五
表
の
よ
う
な
長
期
波
動
の
時
期
区
分
を

検
出
し
た
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
ほ
ぼ
そ
れ
に
な
ら
い
つ
つ
、
南
北
戦
争

(11
米
国
産
業
資
本
確
立
）
以
後
の
資
料
に
つ
い
て
、
各
時

期
に
お
け
る
趨
勢
値
を
算
出
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
第
六
図
に
お
い
て
時
系
列
の
対
数
に
最
小
自
乗
法
を
あ
て
は
め
趨
勢
線
を
導
出
す
る
。

グ
ラ
フ
に
お
い
て
、

Q
点
は
各
時
期
に
先
行
す
る
恐
慌
の
時
点
か
ら
の
回
復
を
示
し
た
年
で
発
展
指
数
を
一

0
0と
し
た
基
準
年
で
あ

る。

R
R、
は
そ
れ
ぞ
れ
各
時
期
末
の
恐
慌
の
時
点
で
あ
っ
て
、

R
は
製
造
工
業
生
産
、

R
、
は
銑
鉄
生
産
に
お
い
て
、
各
時
期
末
に
有

す
る
恐
慌
局
面
に
傾
斜
す
る
直
前
の
発
展
指
数
に
お
け
る
当
該
期
の
ピ
ー
ク
の
時
点
を
示
す
。
こ
れ
に
よ
る

と
時
期
A
は
コ
ン
ド
ラ
テ
ィ
ニ
フ
の
第
二
波
動
期
全
体
、
時
期
B
は
第
三
波
動
の
上
昇
期
、
時
期
C
は
第
三

波
動
の
下
降
期
に
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
対
応
す
る
も
の
で
、
時
期
C
に
お
い
て
ほ
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
三
年

間
（
一
九
四
二

l
四
年
）
の
指
数
が
こ
の
時
期
の
趨
勢
値
の
算
出
に
異
常
な
攪
乱
的
要
因
を
な
す
た
め
に
捨

一
九
四
一
年
ま
で
を
一
時
期
に
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
。

各
グ
ラ
フ
に
お
い
て
、

皿

時

期

別

区

分

に

よ

る

趨

勢

と

循

環

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀬
尾
）

一八

P
P
、
お
よ
び

M

Q

R
、
)
の
時
系

コ
ン
ド
ラ
テ
ィ
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米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀕
尾
）
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米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
蹂
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀕
尾
）

、、

ニ
フ
の
波
動
の
各
時
期
を
通
じ
て
一
様
に
減
速
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
(
1
1
結
論
第
四
。
）

そ
こ
で
次
に
こ
の
よ
う
な

A
B
C
各
期
を
通
じ
て
の
生
産
発
展
率
の
減
速
傾
向
は
同
時
に
サ
イ
ク
ル
の
安
定
化
と
結
合
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
も
し
生
産
発
展
率
の
減
速
傾
向
が
よ
り
安
定
的
な
発
展
径
路
と
結
合
し
て
い
る
な
ら
ば
、
米
国

経
済
体
制
の
「
安
定
的
成
長
」
は
む
し
ろ
成
熟
経
済
の
現
実
的
傾
向
と
し
て
認
証
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
第
六
図
の
時
系
列
よ

り
趨
勢
を
除
去
し
、
各
時
期
の
サ
イ
ク
ル
を
導
出
し
て
第
七
図
を
得
よ
う
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
系
列
グ
ラ
フ
の
Q

R
お

よ
び
Q
R
、
間
に
つ
い
て
導
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

k

k
、
は
恐
慌
局
面
、

r
r
、
は
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
局
面
を
示
す
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

A
期
に
は
ほ
ゞ
一

0
年
毎
の
深
い
恐
慌
局
面
を
有
し
た
が
、
そ
の
間
の
循
環
局
面
は
概
し
て
安
定
的
な
上
昇
局
面
を
み
せ
た
。
し
か
る

に
独
占
形
成
1
1
金
融
資
本
確
立
期
1
1
外
延
的
拡
張
の
時
期
た
る

B
期
に
お
い
て
は
、
恐
慌
間
の
循
環
局
面
に
別
個
の
上
下
波
動
を
有
し

(
1
1
キ
チ
ン
波
の
出
現
）
サ
イ
ク
ル
の
不
安
定
性
は
増
大
し
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
の

C
期
に
お
い
て
ほ
サ
イ
ク
ル
の
不
安
定

性
は
著
し
く
顕
著
で
あ
っ
て
、
二

0
年
代
の
「
相
対
的
安
定
」
期
に
も
小
サ
イ
ク
ル
を
含
む
の
み
な
ら
ず
三

0
年
代
の
大
不
況
期
と
第

二
次
世
界
大
戦
期
と
に
お
け
る
上
下
波
動
は
極
め
て
大
き
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
コ
ン
ド
ラ
テ
ィ
ニ
フ
の
長
期
波
動
の
各
時
期
を
通
じ

て
循
環
型
の
不
安
定
性
は
減
衰
せ
ず
、

か
え
っ
て
不
況
局
面
の
短
期
頻
発

(
B
期
）
と
、

し
た
如
き
不
況
の
長
期
深
刻
化
に
続
く
大
波

(
C
期
）
を
示
し
て
い
る
。
（
斜
線
部
分
を
み
よ
。
）
（
1
1
結
論
第
五
。
）

か
よ
う
に
し
て
、
ほ
ぼ
コ
ン
ド
ラ
テ
ィ
ニ
フ
の
時
期
的
区
分
に
従
い
つ
つ
、
各
時
期
毎
の
趨
勢
と
サ
イ
ク
ル
を
導
出
す
る
と
、
第
一

、
、
、
、

に
趨
勢
線
の
角
度
の
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
、
年
平
均
発
展
率
が
各
時
期
を
通
じ
て
減
衰
す
る
こ
と
が
検
出
さ
れ
た
。
つ
ぎ
に
第
二
に
は

各
時
期
に
お
い
て
趨
勢
を
除
去
し
た
の
ち
の
サ
イ
ク
ル
の
型
ほ
、
安
定
化
傾
向
を
と
る
の
と
は
逆
に
、
む
し
ろ
不
安
定
性
•
発
散
性
を

帯
び
て
い
く
こ
と
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
時
期
的
区
分
に
よ
る
統
計
的
帰
結
は
、
前
節
に
述
べ
た
ご
と
き
、
米
国
工
業
生
産

H
a
n
s
e
n
が

colossal
u
p
h
e
a
v
a
l
と
形
容

四
〇
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w
短
期
的
景
気
循
環
局
面
に
お
け
る
趨
勢
と
循
環

歴
史
的
変
遷
の
跡
を
辿
り
た
い
。

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀬
尾
）

発
展
の
現
実
の
趨
勢
が
補
助
線
に
対
し
て
収
欽
的
で
あ
り
発
展
率
の
減
速
的
な
テ
ン
ボ
を
示
す
と
い
う
結
論
、
す
な
わ
ち
発
展
趨
勢
は

直
線
型
で
な
く
対
数
曲
線
型
を
示
す
と
い
う
帰
結
を
裏
附
け
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
同
時
に
、

か
つ
そ
う
し
た
長
期
趨
勢
の
収
欽

性
と
コ
ン
ド
ラ
チ
ェ
フ
の
波
の
減
衰
性
が
短
期
的
景
気
変
動
の
サ
イ
ク
ル
の
安
定
化
・
収
欽
化
を
伴
う
も
の
で
な
く
反
対
に
む
し
ろ
景

気
循
環
の
不
安
定
性
•
発
散
性
の
増
大
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
南
北
戦
争
終
了

(11
産
業
資
本
確
立
）
以
後
の
一
八
六
六
年
か
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
最
後
の
数
年
に
お

け
る
攪
乱
的
要
因
を
除
去
し
た
一
九
四
一
年
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
戦
後
の
発
展
が
、
基
本
的

に
か
か
る
傾
向
を
揚
棄
す
べ
き
態
様
の
変
化
を
示
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
戦
後
に
尚
―
つ
の
短
期
的
循
環
局
面
し
か
経
過

し
て
い
な
い
た
め
に
、
戦
後
の
局
面
の
趨
勢
と
循
環
を
本
節
に
扱
っ
た
ご
と
き
比
較
的
長
期
の
そ
れ
ら
と
直
ち
に
対
比
す
る
こ
と
は
正

し
く
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
次
節
に
お
い
て
は
短
期
的
な
各
景
気
循
環
局
面
の
趨
勢
と
循
環
の
型
を
導
出
し
、
そ
の
型
を
比
較
し
つ
つ

今
第
六
図
及
び
第
七
図
を
参
照
し
つ
つ
、
生
産
低
下
の
比
率
の
著
し
い
年
度
を
「
恐
慌
」

K
r
i
s
e
,
C
r
i
s
i
s

と
規
定
ず
る
と
、
米
国

工
業
史
上
に
お
い
て
は
ほ
ぽ
次
の
よ
う
な
「
恐
慌
」
年
度
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

慌、

C
一
八
八
二

l
五
年
恐
慌
、

D
一
八
九
二

l
四
年
恐
慌
、

A
一
八
六
五
年
恐
慌
、

B
一
八
七
三

i
六
年
恐

E
一
九

0
七
l
八
年
恐
慌
、

F
一
九
二

O
~
一
年
戦
後
恐
慌
、

G
―
九

二
九

i
三
二
年
恐
慌
、

G
一
九
三
七

l
八
年
恐
慌
で
あ
る
。
い
ま
、
景
気
循
環
の
概
念
を
規
定
し
て
、
恐
慌
局
面
に
お
け
る
固
定
投
資

②
 

の
減
退
に
よ
る
固
定
資
本
の
減
耗
に
よ
っ
て
準
備
せ
ら
れ
た
産
業
循
環
の
一
週
期
と
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
「
恐
慌
」
間
の
時
期
は
景
気

四
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第 六 表

1 年 度 銑鉄生産 1 製造工業生産

時期循環 （回復年よりピ年数

I 

1人当り 1人当り
ークヘ） 雷孟噂1年平均発1年平均鬼年平均発

展率％I展率知展率彩

A 全体 11866~1892 I 27 I 7.971 5.481 
| 

a I 1866~1873 I 8 I 12.23 I 9.60 

b I 1877~1883 I 7 I 16.20 I 13.53 

c I 1886~1892 I 7 I 8.40 I 6.10 

B : 1897;1920 | 24 1536 | 348 | 420 1 

d I 1897~1907 I 11 I 9.50 I 7,00 I 5.75 

e I 1909~1920 I 12 I 3. 78 I 2.30 I 4.28 

C 全体 I1922~1941 I 20 1-0.0971-1.90 I 1.83 t 。.90
f I 1922~1929 I s I 4.10 I 2.60 I 4.93 I 3.40 

※g I 1939~1944 I 6 I 11.13 I 9.83 I 20.20 I 18.75 

D 

5.851 

7.50 I 

9.36 

6.30 

2.34 

3.80 

2.65 

h I 1947~1.956 i 1。I2.90 I 1.20 I 4.58 

Source, 第三図に同じ

〔注〕 ※のサイクルは第二次大戦の時期に合致し，異常な高揚的

な循環を示す。尚， 1933年～1937年のサイクルは1929年水準への

回復をみせず，したがって独立の景気循環ではなくして，全体と

して， 1930年代恐慌の回復局面を形成するものとみられる故にこ

のサイクルは捨象した。

四

界
大
戦
の
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
循
環

g
を
除

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
時

数
の
最
小
自
乗
曲
線
を
導
出
し
て
計
算
し

が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
の

い
て
算
出
す
る
と
第
六
表
の
よ
う
な
結
果

ロ
発
展
を
加
味
し
た
年
平
均
発
展
率
を
各

3.48 

5.05 

6.75 

4.08 

2.80 

慌
か
ら
の
回
復
年
は
そ
れ
ぞ
れ
一
八
九
七
年
、

循
環
の
一
週
期
を
形
成
す
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
上
掲
の
各
「
恐
慌
」

(
A、

た
最
初
の
年
を
基
準
年
と
し
、

（
但
し
一
八
九
五

l
六
年

(
D
)
お
よ
び
一
九
三
七

i
八
年

(G)
は
、
恐
慌
か
ら
の
回
復
局
面
に
お
け
る

再
度
の
恐
慌
な
い
し
リ
セ
ッ
ツ
ョ
ソ
で
あ
っ
て
そ
れ
自
身
独
立
の
循
環
の
帰
結
と
は
み
ら
れ
な
い
た
め
に
こ
の
両
年
度
に
先
行
す
る
恐

一
九
三
九
年
に
お
く
）
、

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
現
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀬
尾
） 基

準
年
か
ら
つ
ぎ
の
「
恐
慌
」
に
傾
斜
す
る
直
前
の
P
e
a
k

B
、
C
…
)
の
谷
底

trough
か
ら
の
回
復
を
示
し

の
年
ま
で
の
年
平
均
成
長
率
、

景
気
循
環
局
面

(
a
、

お
よ
び
人

b
、
C

…
)
に
つ

生
産
指
数
お
よ
び
発
展
指
数
の
数
値
の
対

期
A
の
循
環
b
に
お
け
る
年
率
を
最
大
と

し
（
そ
れ
ま
で
漸
増
）
、

以
後
第
二
次
世

け
ば
、
大
体
に
お
い
て
各
循
環
の
年
率
は

減
衰
し
て
い
る
が
、
時
期
B
お
よ
び

C
の
そ
れ
ぞ
れ
最
初
の
循
環
で
あ
る
循
環
d
お
よ
び

f
に
お
い
て
は
、
銑
鉄
生
産
及
び
製
造
工
業
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米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀬
尾
）

生
産
の
一
方
ま
た
は
双
方
に
お
い
て
年
率
の
若
干
の
再
増
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
短
期
的
な
景
気
循
環
局
面
の
考
察

に
お
い
て
は
、
各
循
環
局
面
の
恐
慌
の
時
点
を
除
く
年
平
均
成
長
率
お
よ
び
一
人
当
り
年
平
均
発
展
率
の
双
方
に
お
い
て
、
南
北
戦
争

後
約
二

0
年
間
の
循
環

a
及
び

b
の
年
率
を
最
大
と
し
、
以
後
、
独
占
形
成
11
確
立
過
程
で
あ
る
循
環
C

及
び
d
に
は
著
減
し
、

T
h
e
 
G
r
e
a
t
 
M
e
r
g
e
r
 
M
o
v
e
m
e
n
t
 

ル
外
交
」

11
対
外
的
進
出
期
で
あ
る
循
環

e
に
は
更
に
一
そ
う
漸
減
の
傾
向
を
辿
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
同
時
に
、

結
論
第
六
。
）
循
環
d
の
大
合
併
運
動
期

お
よ
び
循
環
f
の
両
大
戦
間
期

I
n
t
e
r
-
W
a
r

に
ほ
年
率
の
若
干
の
回
復
を
示
し
て
い
る
。
か
よ
う
に
し
て
、
循
環
局
面
の

年
率
自
体
が
、
各
時
期
を
通
じ
て
僅
か
な
波
動
を
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
ま
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
循
環
局
面
を
h
と
し
、
大
戦
中
の
民
間
固
定
投
資
の
繰
延
べ
に
よ
る
固
定
資
本
の
減
耗
に
よ
っ
て
戦
後

③
 

の
循
環
の
起
動
力
が
準
備
せ
ら
れ
と
す
れ
ば
、
一
九
四
六
年
の
生
産
の
底
か
ら
の
回
復
年
た
る
一
九
四
七
年
を
基
準
と
し
、
ほ
ぼ
一
九

注
③

四
七

l
五
七
年
の
循
環
期
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
お
け
る
銑
鉄
生
産
の
年
平
均
成
長
率
お
よ
び
発
展
率
は
歴
史
上
最
大
の
減

速
度
を
示
し
て
い
る
（
そ
れ
は
な
お
正
で
は
あ
る
）
が
、
製
造
工
業
生
産
に
お
い
て
は
成
長
率
•
発
展
率
と
も
に
循
環

e
(
「
ド
ル
外

、
、
、
、
、
、

交
」
と
第
一
次
世
界
大
戦
期
）
の
み
よ
り
は
僅
か
な
回
復
を
み
せ
て
い
る
。
こ
う
し
て
製
造
工
業
生
産
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
に
み
て

（
循
環

e
の
み
と
比
ら
べ
て
）
尚
若
干
の
成
長
率
及
び
発
展
率
の
回
復
的
な
波
動
を
示
し
は
し
た
が
全
体
と
し
て
の
傾
向
は
減
速
的
で

つ
ぎ
に
以
上
の
各
循
環
の
時
系
列
よ
り
趨
勢
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
各
景
気
循
環
局
面
の
生
産
発
展
の
サ
イ
ク
ル
を
導
出
し
て

み
よ
う
。
第
八
図
に
お
い
て

P
P
、
の
点
線
は
銑
鉄
生
産
、

M

M
、
の
実
線
は
製
造
工
業
生
産
に
お
け
る
各
循
環
の
恐
慌
期
を
除
去
し
た

サ
イ
ク
ル
を
表
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
好
況
局
面
が
強
く
集
中
的
に
現
れ
た
の
は
循
環
b
で
あ
っ
て
、
第
六
表
に
み
た
年
平
均
発
展
率
の

あ
っ
て
、
決
定
的
な
反
対
の
発
展
傾
向
を
示
す
に
至
っ
て
い
な
い
。

（二

0
年
代
よ
り
は
勿
論
減
衰
し
て
い
る
。
）

(11
結
論
第
七
。
）

P
e
r
i
o
d
中
の
相
対
的
安
定
期
た
る

t
h
e
 T
w
e
n
t
i
e
s
 

四
四

(II 
「ド
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(1854-1864) 

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀬
尾
）
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1よナこ次虚中の異常なサイワルを示すため捨緑した。



2311, 

(2) (1) 
を
み
せ
た
循
環
f
を
経
て
、
戦
後
の
循
環
h
に
つ
い
て
み
る
と
循
環

e
よ
り
は
安
定
的
で
あ
る
が
二

0
年
代
の
循
環
f
よ
り
不
安
定
度

以
上
考
察
し
た
よ
う
に
、
米
国
工
業
生
産
の
主
要
指
標
は
若
干
の
起
伏
を
描
き
つ
つ
短
期
的
各
景
気
循
環
局
面
を
通
じ
て
大
体
に
お

い
て
発
展
率
の
減
衰
傾
向
を
辿
り
、
同
時
に
後
者
は
サ
イ
ク
ル
の
短
期
的
波
動
の
不
安
定
化
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

(11
結
論
第
八
。
）

第
二
次
大
戦
期
は
そ
れ
自
体
―
つ
の
局
面
を
提
示
す
る
が
こ
の
局
面

g
は
か
か
る
全
体
と
し
て
の
趨
勢
に
異
常
な
攪
乱
的
要
素
と
な
っ

の
存
在
を
暗
示
す
る
と
同
時
に
他
方
で
は
現
実
の
生
産
能
力
が

て
い
る
。
そ
れ
は
米
国
工
業
に
お
け
る
潜
在
的
能
力

P
o
t
e
n
 tiali t
y
 

か
か
る
減
速
的
発
展
率
を
傾
向
的
に
辿
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
実
と
の
矛
盾
を
開
示
し
て
い
る
。
か
か
る
矛
盾
に
お
け
る
問
題
の
所
在
は
、

資
本
蓄
積
の
内
部
的
法
則
に
よ
っ
て
規
制
せ
ら
れ
た
実
現
の
問
題
に
こ
れ
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
恐
慌
」
と
い
う
概
念
は
通
常
金
融
機
構
の
撹
乱
と
し
て
の
金
融
恐
慌
と
結
合
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
で
は
金
融
市
湯
の
整
備
変

モ
ラ

9
リ
ア
ム

革
が
「
恐
慌
」
の
型
を
変
化
せ
し
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
こ
こ
で
は
銀
行
の
支
払
停
止
、
倒
産
、
取
引
所
の
撹
乱
な
ど
の
十
九
世
紀
乃
至

、
、
、
、

二
十
世
紀
初
頭
的
な
い
わ
ゆ
る
「
恐
慌
」
現
象
と
は
区
別
し
、
生
産
の
著
し
く
大
規
模
な
か
つ
長
期
に
わ
た
る
低
下
と
生
産
的
固
定
投
資
の
長
期

的
阻
害
と
い
う
実
物
的
基
礎
に
限
定
し
て
用
い
る
。
尚
そ
の
年
度
に
つ
い
て
は
ヴ
ァ
ル
ガ
「
世
界
経
済
恐
慌
史
」
（
永
住
道
雄
訳
）

A
•
H
•
H
a
n
s
e
n
,

Business Cycle a
n
d
 National Income, 1
9
5
1

を
参
照
し
た
。

K. M
a
r
x
,
 D
a
s
 Kapital, II. 
S
.
 
1
8
0
.
 
S
.
 
469, S
S
.
 
472~3, S
S
.
 
499~500.
な
お
近
代
理
論
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
下
位
転
換
点
」

は
著
し
く
、
発
展
率
の
同
時
期
よ
り
の
減
衰
性
と
結
合
し
て
い
る
。

し
、
生
産
力
に
お
け
る
「
停
滞
」
的
様
相
へ
の
傾
斜
を
暗
示
し
て
い
る
。

(11
第
一
次
大
戦
に
帰
結
。
）

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
源
尾
）

最
大
の
時
期
と
一
致
す
る
。

つ
い
で
、
最
も
安
定
的
な
サ
イ
ク
ル
を
み
せ
る
の
は
循
環
C

及
び
循
環
d
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
年
に
は

尚
年
平
均
発
展
率
も
減
衰
し
た
と
は
い
え
比
較
的
高
い
水
準
を
維
持
し
て
を
り
、
こ
れ
ら
の
期
間
に
生
産
力
は
最
も
高
度
な
か
つ
安
定

的
な
発
展
の
展
望
を
示
し
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
く
ら
べ
て
循
環

e
に
は
発
展
率
の
著
し
い
減
衰
と
サ
イ
ク
ル
の
不
安
定
化
と
が
結
合

つ
ぎ
に
相
対
的
安
定
の
回
復

四
六
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か
く
し
て
以
上
の
分
析
か
ら
一
ま
ず
次
の
よ
う
な
帰
結
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

0 
b必圧 cl.,. オ九．図 ゜

し辺U加 d。

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀬
尾
）

40 300 

＞

結
30 

2( 

語
I ( 

，
 
．．
 

`
、
｀
｀
惨
問

．
 
．
 

9, 

民

.. o. 
”. z
 
··•. 

、．． 
G
 .. 
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9
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3
 ，
 

．．
 

9
．ー
，
 

し函 1940 1945 195.0 

250 

200 

150 

100 

Source, SCB Julr, 1957, pp. 24-25 

(3) 

四
七

の
問
題
は
粗
投
資
が
負
に
な
り
得
な
い
こ
と
に
結
合
さ
れ
固
定
投
資
の
補
填
に
循

環
の
基
動
力
を
み
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(
R
.
F
•
H
a
r
r
o
d
,

T
h
e
 
T
r
a
d
e
 

Cycle, A
n
 Es
s
a
y
,
 
1936. pp. 
100~101
宮
崎
義
一
・
浅
野
栄
一
共
訳
―
―

0
し
一
頁

T
o
w
a
r
d
s
a
 D
y
n
a
m
i
c
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
,
 
1948, 
pp. 
90~91
訳

書
―
ニ
ニ

l
=＝貝。

J
.R•Hicks, 

op. 
cit. 
pp. 
44~47, 
pp. 
101~103 

訳
書
六
一
ー
ニ
頁
。
一
四

0
ー
ニ
頁
。
な
ど
。
）

戦
後
の
循
環
局
面
を
い
か
に
規
定
す
る
か
は
独
自
の
問
題
を
な
し
て
い
る
が
、
第

九
図
に
み
る
如
く
、
第
二
次
大
戦
中
の
非
住
宅
建
設
、
設
備
投
資
の
水
準
は
一

110

年
代
の
恐
慌
期
に
匹
敵
す
る
程
低
位
に
止
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
戦
の
民

間
固
定
投
資
に
対
す
る
役
割
は
恰
も
恐
慌
と
同
様
で
新
投
資
の
著
し
い
減
退
を
も

た
ら
し
循
環
の
始
発
を
準
備
す
る
と
い
え
る
。
民
間
固
定
投
資
の
回
復
は
一
九
四

四
年
に
始
る
が
、
前
段
階
の
ビ
ー
ク
で
あ
る
一
九
二
九
年
水
準
を
越
え
る
の
は
一

九
四
六
年
で
あ
る
の
で
、
こ
の
年
を
戦
后
の
循
環
の
基
準
年
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
一
九
四
五
ー
六
年
に
か
け
て

G
N
P
、
銑
鉄
生
産
、
製
造
工

業
生
産
は
尚
著
し
く
減
退
を
み
せ
る
の
で
こ
こ
で
は
一
九
四
七
年
を
回
復
の
基
準

年
と
し
て
戦
後
の
循
環
局
面
を
考
え
る
。
第
九
図
の
態
様
か
ら
み
て
一
九
四
九
年

循
環
開
始
説
に
は
同
意
し
が
た
い
。
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第
四
。
短
期
的
各
景
気
循
環
局
面
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
歴
史
的
に
多
少
の
起
伏
を
示
し
つ
つ
も
傾
向
的
に
は
発
展
率
及
び
成
長

率
の
漸
減
を
辿
っ
て
い
る
。
サ
イ
ク
ル
の
型
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
多
少
の
起
伏
は
あ
る
が
不
安
定
化
へ
の
傾
向
は
揚
棄
さ
れ
て
い
な
い
。

か
く
し
て
独
占
段
階
に
お
け
る
景
気
変
動
の
「
変
形
」
は
そ
の
安
定
化
を
伴
う
も
の
で
な
く
む
し
ろ
発
散
的
で
あ
る
。

第
五
。
以
上
の
諸
点
は
、
第
二
次
大
戦
中
の
局
面
を
捨
象
し
て
考
察
し
た
。
今
第
二
次
大
戦
の
局
面
を
導
入
す
る
と
年
平
均
成
長
率
、

発
展
率
共
に
極
め
て
大
き
く
、

産
能
力
の
水
準
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
全
体
と
し
て
の
傾
向
に
対
す
る
痙
攣
的
・
攪
乱
的
意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

か
か
る
事
実
は
、
正
常
的
形
態
に
お
い
て
は
現
実
の
生
産
力
に
需
要
的
側
面
を
導
入
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
考
慮
し
得
な
い
こ
と
を
示

す
。
す
な
わ
ち
、
実
現
市
場
に
潜
む
問
題
こ
そ
が
、

で
い
る
。

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
超
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀕
尾
）

第
一
。
米
国
工
業
生
産
の
長
期
的
発
展
趨
勢
は
単
純
化
し
た
モ
デ
ル
に
お
い
て
考
察
す
れ
ば
直
線
型
で
な
く
、
補
助
線
に
対
し
て
か

す
か
に
収
欽
す
る
。
こ
れ
は
農
業
生
産
発
展
趨
勢
に
み
ら
れ
る
基
線
（
烹
輯
）
に
対
し
て
収
欽
す
る
型
と
は
対
比
さ
れ
る
が
、

も
発
展
率
の
（
農
業
に
お
い
て
は
絶
対
的
・
工
業
に
お
い
て
は
相
対
的
）
減
衰
性
を
み
せ
る
点
で
は
発
展
型
の
同
一
性
を
示
す
。
従
っ

て
、
い
わ
ゆ
る

s
t
e
a
d
y
a
d
v
a
n
c
e
は
減
速
度
を
加
味
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
現
実
則
応
的

S
a
c
h
g
e
m
a
,
B
で
あ
る
。

第
二
。
長
期
波
動
は
正
弦
曲
線
の
如
く
無
限
反
復
的
な
も
の
で
な
く
、
歴
史
的
に
発
展
率
の
減
衰
を
み
せ
る
。
グ
ラ
フ
は
一
定
の
時

期
に
正
常
的
経
済
発
展
の
長
期
波
動
の
山
が
歴
史
的
に
経
過
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
三
。

い
づ
れ

コ
ソ
ド
ラ
テ
ィ
ニ
フ
の
時
期
区
分
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
時
期
を
通
じ
て
、
年
平
均
成
長
率
及
び
発
展
率
の
逓
減
は
規
則
的
で
あ

り
、
し
か
も
そ
れ
は
サ
イ
ク
ル
の
不
安
定
化
を
止
揚
す
る
も
の
で
な
く
、

か
え
っ
て
、
短
期
的
な
不
況
頻
発
性
と
不
安
定
化
を
は
ら
ん

か
つ
サ
イ
ク
ル
も
一
義
的
な
高
揚
型
を
示
す
。
こ
の
時
点
は
米
国
工
業
生
産
に
お
け
る
潜
在
可
能
的
生

か
か
る
正
常
な
状
況
の
下
で
の
現
実
の
生
産
力
の
逓
減
性
を
規
制
す
る
要
因
に
ほ

四
八
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注
③

注
②

注
山

四
九

（
一
九
五
八
・
六
・
一
五
）

か
な
ら
ず
、
そ
れ
は
ま
た
資
本
蓄
積
の
内
的
法
則
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
以
上
の
米
国
工
業
生
産
発
展
の
過
程
に
お
け
る
現
実
の
生
産
力
の
減
衰
傾
向
と
、
発
展
径
路
の
不
安
定
性
の
増
大
の
検

出
は
、
こ
こ
に
お
い
て
数
量
的
統
計
的
考
察
の
領
域
を
越
え
、
資
本
蓄
積
論
と
実
現
理
論
の
彫
琢
を
通
じ
て
、
生
産
諸
関
係
の
内
部
的

法
則
を
把
握
す
べ
き
、
経
済
学
的
領
域
へ
問
題
を
移
行
す
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
こ
の
点
を
確
認
す

い
わ
ゆ
る
「
コ
ソ
ド
ラ
テ
ィ
ニ
フ
の
波
」
に
対
す
る
疑
問
は
既
に
若
千
の
論
者
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
主
要
な
も
の
と
し
て
、

G
e
o
r
g
e
 G
a
r
v
y
,
 
Kondratieff's T
h
e
o
r
y
 of 
L
o
n
g
 
Cycles, 
(
H
a
n
s
e
n
 &
 C
l
e
m
e
n
c
e
,
 
R
e
a
d
i
n
g
s
 
in B
u
s
i
n
e
s
s
 C
y
c
l
e
s
 

a
n
d
 N
a
t
i
o
n
a
l
 I
n
c
o
m
e
,
 pp. 
438~466) S. 
K
u
z
n
e
t
s
,
 S
c
h
u
m
p
e
t
e
r
'
s
 B
u
s
i
n
e
s
s
 C
y
c
l
e
s
 
(
A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
i
c
 R
e
v
i
e
w
,
 

J
u
n
e
 
1940)
が
長
期
波
動
は
生
産
系
列
で
実
証
し
得
な
い
こ
と
を
論
じ
、

B
u
r
n
s
&
 Mitchell, 
M
e
a
s
u
r
i
n
g
 
B
u
s
i
n
e
s
s
 
C
y
c
l
e
s
 

(pp. 
438~440)
で
は
価
格
に
つ
い
て
も
疑
問
を
提
起
し
て
い
る
。

H
a
n
s
e
n
も
後
期
の
著
で
は
不
可
知
的
立
場
を
と
っ
て
い
る
が
他
方
で

ほ、

W
.
W
.
R
o
s
t
o
w
や

F
r
i
c
k
y
の
長
期
波
動
に
対
す
る
否
定
的
資
料
が
古
い
時
点
を
と
っ
て
を
り
、
一
九
一

0
年
代
以
降
の
「
下
向
」
の

存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。

(do.
B
u
s
i
n
e
s
s
 C
y
c
l
e
s
 &
 N
a
t
i
o
n
a
l
 I
n
c
o
m
e
,
 pp. 
56~57) 

製
造
工
業
生
産
指
数
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
採
用
し
た

W
.
M
.
P
e
r
s
o
n
s
指
数
及
び

F
R
B
指
数
の
外
に
、

S.
F
a
b
r
i
c
a
n
t
指
数
(
-
九

四
二
年
刊
）
や
E.
F
r
i
c
k
y
指
数
（
一
九
四
七
年
刊
）
が
標
準
的
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
指
数
の
対
比
は
別
個
独
立
の
問
題
を
な
す
が
、

本
稿
の
対
象
た
る

P
e
r
s
o
n
s
指
数
は

F
R
B
指
数
と
共
に
一
九
四
九
年
に
合
衆
国
商
務
省
セ
ン
サ
ス
局
が
標
準
統
計
と
し
て
採
用
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

一
九
五
七
年
に
つ
い
て
は
本
稿
の
執
筆
時
に
資
料
を
入
手
し
得
な
か
っ
た
た
め
一
九
四
六

l
五
六
年
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
一
九
五
七
年
を
加

え
る
と
恐
ら
く
本
稿
の
結
論
は
一
層
顕
著
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
（
瀬
尾
）

る
こ
と
に
よ
っ
て
筆
を
措
き
た
い
。




